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②多様な媒体によ る 情報提供

　「 学び」 や「 活動」 に関する 情報の入手方法は、 年代によ っ て異なり ます。 情報化・ グ

ローバル化の進展に伴い、昨今では、「 パソ コ ン」・「 スマート フ ォ ン 」 等、イ ン タ ーネッ ト（ ホ

ームページ・ SNS など） でよ り 手軽に情報収集できる 時代と なっ ています。 　

　 本市の情報化実態調査の結果では、市民のイ ン タ ーネッ ト 利用は年々増え続けています。

　 また、 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果では、 生涯学習と いう 言葉を 知ら ない

人も います。

　 そのため、「 学び」 と 「 活動」 の情報提供は、引き 続き 、印刷物等の紙媒体も 活用し つつ、

よ り 一層、 ホームページ・ SNS などのウェ ブ媒体を 活用する など、 よ り 多く の情報を 提

供し ていきます。

＜主な事業＞

◯市民セン タ ーだより

　 地域住民に市民セン タ ー等で実施さ れる 学習情

報や地域に関する 情報を提供・ 発信する 広報紙「 市

民セ ン タ ーだよ り 」 を 発行し て います。（ 各市民

センタ ーホームページにも 掲載）

　 学習情報等を 提供する “お知ら せだよ り ” にと

どまら ず、 住民が地域づく り を進める ために必要

な情報を発信する ツールと なるよ う 取り 組んでい

ます。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]

　 ◯まいなび 21

　 生涯学習総合センタ ー広報紙の愛称で年 4 回発行し ています。 生涯学習総合センタ

ー主催事業や生涯学習関連情報など、 市民向けの情報を提供し ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習総合センタ ー ]

（ ２ ） 気軽に相談ができ る体制づく り

①「 学び」 の相談体制づく り

　 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果では、 学習に関心はある が、 自分の学びたい

こ と が決まっ ていない人や何を すればいいかわから ないと いう 人も 多く います。 また、 新

たに学びを 始める 人やも っ と 深く 学びたい人などがいるため、 様々な学習情報に対し て、

適切なアド バイ スが受けら れる よう 気軽に相談ができる 体制づく り が必要です。

　 そのため、 生涯学習関連施設などでの相談事業を 継続する と と も に、 適切なアド バイ ス

ができる 人材を発掘・ 育成し 、 相談窓口などに引き 続き 配置し ます。
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受講者 1,627 人）

[ 市民文化スポーツ局生涯学習総合セン タ ー ]

＜主な事業＞

　 ◯生涯学習総合センタ ー学習相談

　 生涯学習総合センタ ーの学習相談コ ーナーにおいて、 市民の生涯学習に関する 様々

な相談に対応し ています。

　 なお、 学習相談の対応は、 生涯学習総合センタ ーの施設ボラ ン ティ ア「 学びサポー

タ ー」 の協力を得ています。 　

[ 市民文化スポーツ局生涯学習総合セン タ ー ]

（ ３ ） 多様な「 学び」 の機会の提供

①「 学び」 のきっ かけづく り

　 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果では、「 学習活動を行っ ていない」 理由と し て、

「 学習活動を 始めるき っ かけがない」（ 35％） が、「 仕事や家事等が忙し く て時間が取れない」

（ 59％） の次に多く なっ ています。

　 そのため、 市民のニーズに沿っ た学びを様々な機会において提供し 、 生涯学習に参加す

るき っ かけづく り を 支援し ます。

　 また、 様々な理由により 、 生涯学習関連施設に行く こ と ができ ず、「 学び」 の場に参加

でき なく なる 場合も あり ます。「 学び」 の場に参加する こ と で 、 自ら のスキルアッ プや生

きがい等だけでなく 、 仲間づく り にも つながり ます。

　 そのため、 生涯学習関連施設に行かなく ても オン ラ イ ンを 活用するなど「 学び」 の機会

の提供や人と つながるこ と ができる よう な、 学びを 継続でき る 仕組みづく り を 進めます。

＜主な事業＞

◯北九州市民カ レ ッ ジ

　 市民の多様な学習ニーズに対応し た生

涯学習機会を 提供し 、 自己実現の促進お

よ び「 循環型生涯学習社会」 を担う 人材

の育成を 図る こ と を 目的と し て、 平成

15 年度から 開設。 学びの成果を 活かし 、

地域の担い手と し て、 まち づく り や地域

づく り に貢献でき るよ う 、 多様な講座を

実施し ています。（ 令和元年度： 57 講座、
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②ラ イ フ ステージや多様性に応じ た学習機会の提供・ 充実

　（ 乳幼児期、 青少年期、 成人期、 高齢期、 障害のある人・ 外国人住民等）

   急速な社会環境の変化や人生 100 年時代と 言われる 超高齢社会の中にあっ て、 一人一人

が健康で充実し た人生を 送る ため、それぞれのラ イ フ ステージに応じ た「 学び」が必要です。

　 また、 国が策定し た「 第３ 期教育振興基本計画」 では、 障害者の生涯学習の推進や地域

における 外国人の増加と いっ たグロ ーバル化への対応から 、「 社会においては、 一人一人

が活躍し 、 豊かで安心し て暮ら せる社会の実現」 が求めら れています。 更に、 SDGs を 受

けて策定さ れた日本国内の実施指針（ 持続可能な開発目標（ SDGs） 実施指針） においても 、

優先的に進める分野の一つと し て「 あら ゆる 人々の活躍の推進」 が挙げら れています。

　 そのため、 市民一人一人が、 心豊かな人生を 送れる よう 、 乳幼児期、 青少年期、 成人期、

高齢期と いっ たラ イ フ ステージに対応し た学習機会を充実すると と も に、 新たに、 障害の

ある 人や外国人住民等への生涯学習について、 本計画に位置付けます。

　

≪②－ 1　 乳幼児期の生涯学習≫

　 乳幼児期は、 愛情による 絆で結ばれた家族のふれあいや周囲の身近な大人たち と の交

流を通し て、 子ども が基本的な生活習慣を はじ めと し た人間形成の基礎を つく る 大事な

時期です。

　 また、 乳幼児期は、 知的・ 感情的な面でも 、 人間関係の面でも 、 日々急速に成長する

時期です。 こ の時期に必要と さ れる体験を 経る こ と は、 子ども の主体性を 生み、 積極的

に他者や社会と 関わろ う と いう 意欲、 すなわち 、 社会性の基礎を育むこ と につながり ま

す。

　 そのため、 家族や周囲の身近な大人たち から の適切な支援を 受けながら 、 子ども が生

活や遊び等を豊かに体験する 機会を提供し ていき ます。

＜主な事業＞

◯育児サーク ル・ フ リ ースペース活動への支援　

　 乳幼児の親同士が交流を 通じ て、 自主的な活動を 行える よう 育児サーク ルを 支援

し ます。 また、 自由に参加・ 利用でき る フ リ ースペースの活動を 支援すると と も に、

地域で子育てを し やすいシステムづく り 、 仲間づく り を 支援し ます。

　 [ 子ども 家庭局子育て支援課 ]
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≪②－ 2　 青少年期の生涯学習≫

　 青少年期は、 学校教育・ 社会教育を 通じ て、 様々な学習を積み重ね、 多く の人と の出

会いを 通し て、 社会に巣立つまでの間に、 成人と し ての素地を 築く 時期であり 、 こ の時

期における学習がその後の生き方にも 大き く 影響を与える こ と になり ます。

　 そのため、 子ども たちが、 自ら 課題を 見つけ、 自ら 学び、 自ら 考え、 主体的に判断し 、

問題解決でき る 能力を 養う こ と ができ る よ う に、「 家庭」「 地域」「 学校」 が連携し 、 子

ども たち が無理なく 社会に関わる こ と ができ る機会を 提供し ていきます。

＜主な事業＞

◯青少年体験活動等活性化事業　

　 市や市民団体が実施する 青少年育成事業の

情報を 発信し て体験活動の場を 紹介する と と

も に、 青少年育成活動の担い手と なる青年リ

ーダーの養成などを 通じ て、 青少年の健全育

成環境づく り に取り 組みます。

[ 子ども 家庭局青少年課 ]

≪②－ 3　 成人期の生涯学習≫

　 成人期は、家庭や職場などにおいて中心的な役割を 果たす時期です。 本市における「 生

涯学習意識調査」 の結果では、「 学習活動」 をし た割合が 30 歳代と 40 歳代は平均以下

と なっ ています。

　 また、 年齢層の幅が広い成人期は、 自己啓発や職業能力の向上、 健康維持などに対す

る 関心が高まる時期です。

　 特に、 近年、 急速なグロ ーバル化や情報通信技術の発展によ り 、 職業に必要な新たな

知識や技能等が高度化し ており 、 社会人の学びの継続・ 学び直し も 求めら れています。

   そのため、 様々なニーズに対応し た学習機会を充実し ていく と と も に 、 社会教育関係

団体、 学校、 NPO、 ボラ ンティ ア団体、 企業などと の連携によ り 学習機会の充実を図り

ます。

　 成人期の中でも 、 子育て中の保護者には特有の課題があり ます。 特に、 乳幼児期は人

間形成の基礎をつく る 大切な時期であり 、 保護者には家庭教育の第一義的な責任があり

ます。

　 し かし ながら 、 子育てに対する 不安や悩みを抱えながら 、 なかなか周り に相談でき ず

に、 孤立し ている 保護者も いると いっ た実態があり ます。

　 そのため、 保護者同士が交流する場などでの学びを 通し て、 解決できる よ う な学習の

機会を 充実すると と も に、 妊娠中から 乳幼児期、 青少年期へと 切れ目のない学習機会を

充実し ていき ます。
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＜主な事業＞

◯北九州市立大学 i-Design コ ミ ュ ニティ カ レッ ジ

　 人生 100 年時代を 見据えた議論が活発化する 今、 働き ながら 、 ま たその後も 学

び続ける マルチステージの人生設計が求めら れています。 社会人専用にデザイ ンし

たオリ ジナル科目と 、 大学の多彩な科目から 学生と 一緒に学べる 科目を 選択できる

オーダーメ イ ド 型プログラ ムを 提供し 、 自分の未来をデザイ ンする 学びの場を 支援

し ていき ます。（ 令和元年度： 履修生 57 名）

[ 企画調整局企画課（ 公立大学法人北九州市立大学） ]

≪②－ 4　 高齢期の生涯学習≫

    「 超高齢社会」 において、 高齢者が健康で、 生きがいをも ち、 その豊富な経験や知識・

技能を 活かし 、 生涯にわたっ て充実し た生活を 送るこ と ができ るよ う な取り 組みが求め

ら れます。

   そのため、「 学び」 と 「 活動」 を 通し て、 仲間づく り や多世代交流を 行い、 喜びや誇

り を感じ ながら 健康づく り や生き がいづく り につながる多様な学習機会を 提供し ていき

ます。

   特に、 高齢者の豊富な経験や知識が活かさ れ、 地域活動の重要な担い手と なっ ても ら

えるよ う 、 高齢者の意欲や能力に応じ たボラ ン ティ ア活動、 地域活動などへつながる 学

習機会を提供し ていき ます。

＜主な事業＞

　

◯年長者研修大学校（ 周望学舎・ 穴生学舎）

　 高齢者に対し て教養、 健康、 レク リ エーショ ン等の研修の場を 提供するこ と によ

り 、 高齢者の生き がいづく り 、 健康づく り 及び社会活動の促進を 図り ます。（ 令和

元年度受講者数： 周望学舎 29,855 人、 穴生学舎 31,653 人）

[ 保健福祉局長寿社会対策課 ]
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≪②－ 5　 障害のある人・ 外国人住民等への生涯学習≫

   高齢化や人口減少が進み、 地域・ 家庭・ 職場と いう 人々の生活領域における 支え合い

の基盤が弱まっ てきています。 こ う し た状況の中、 様々な困難に直面し た場合でも 、 誰

も が役割を持ち、お互いが配慮し 存在を 認め合い、そし て時に支え合う こ と が必要です。

   それには、 年齢・ 性別・ 障害の有無・ 国籍等にかかわら ず、 さ ら に、 孤立し がちな人

や生き づら さ を抱えた人も 含め、 全ての市民が共に認め合い、 温かい関係性の中で自ら

を 高めながら 暮ら すこ と ができる 共生社会の実現が求めら れています。

   そのため、 障害のある 人、 外国人等を 問わず、 だれも が生涯を 通し て、 学びながら 、

交流する こ と や文化、 スポーツ等に触れる こ と ができ る機会を 提供し ていき ます。

   また、 地域全体で心のバリ アをなく し 、 理解を深めていく ため、 人権学習などの学習

機会を 提供し ていきます。

＜主な事業＞

◯障害のある人の生涯学習

　 障害のある人の芸術・ 文化活動やスポーツへの参加を 通じ て、 障害のある人の生

活を 豊かにする と と も に、 市民の理解を 深める こ と を目的と し て、 障害者芸術祭作

品展、 障害者スポーツ教室や障害者スポーツ大会を 実施し ます。 また、 障害のある

人の自立や生き がいを高めるため、 日々の生活を豊かにするこ と を テーマと し た魅

力ある 講習や講座等を開催し ます。

[ 保健福祉局障害福祉企画課 ]

◯地域日本語教室の支援

　 日本語に不慣れな外国人が、 生活に必要な

日本語を学ぶための地域日本語教室が市内に

19 ヵ 所あり ます（ R2 年 4 月現在）。 地域日

本語教室は、 外国人が日本語を 学ぶだけでな

く 、 地域で暮ら すための生活習慣を 習得する

場でも あり ます。 本市は（ 公財） 北九州国際

交流協会と 連携し 、 地域日本語教室の指導者

研修などを 行い運営の支援をし ています。

[ 企画調整局国際政策課 ]
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③現代的・ 社会的な課題の解決に向けた学習機会の提供・ 充実

   健康、人権、家庭・ 家族、地域の連帯、まちづく り 、超高齢社会、男女共同参画社会、防災、

環境等、 私たち が生活を 営む上で、 取り 組むべき 現代的・ 社会的な課題は、 多様で複雑

化し ています。

   こ う し た状況に対応し ていく ためには、「 社会の要請」 に対応し た「 学び」 が大変重要

と なっ ています。 特に、生活の基盤と なる 地域の中で、生き生き と 豊かに暮ら すためには、

地域における こ う し た課題に、 市民一人一人が関心を持ち、 その解決のために行動する こ

と が必要です。

　 そのため、 こ う し た地域が直面する 様々な課題の解決に向けて、 共通の問題意識や関心

を持つ者同士の相互学習を通し て、 住民の主体的な活動を促す学習機会の提供・ 充実に取

り 組みます。

≪③－１ 　 人権教育の推進≫

　「 人権文化のまち づく り 」 に向けて 、 市民一人一人が人権意識を高めていく ため、 人

権問題を知識と し て学ぶだけでなく 、 日常生活において態度や行動に現れるよ う な人権

感覚を 身に付ける こ と が求めら れています。

　 そのため、 人権について、 より 多く の市民が「 他人事ではなく 自分自身の問題」 と し

て捉え、 正し い知識を 得る こ と ができ るよ う 、 広報活動や啓発活動、 講座や講演会など

多様な機会を提供し ていき ます。

＜主な事業＞

◯人権市民講座

　 市民センタ ーにおいて、 市民の人権

問題に関する 正し い理解と 認識を深め

るこ と を 目的に、 市民を 対象と し た講

座を 開催し ます。講座は、女性、子ども 、

同和問題（ 部落差別）、 外国人等の個

別の人権課題を はじ め、 暮ら し の中の

身近な人権問題のほか、 イ ンタ ーネッ

ト による 人権侵害などの現代的課題を

テーマに効果的な学習を 実施し ます。

[ 教育委員会企画調整課 ]
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≪③－２ 　 環境教育の推進≫

　「 世界の環境首都」 の実現を 目指し 、 様々な取組みに挑戦し ています。 その原動力は、

市民一人一人がよ り 良い環境・ 地域を つく ろ う と する 意識や能力を持ち、 解決に向けて

行動を 起こ し ていく 「 市民環境力」 です。

　 そのため、 こ の力の持続的な発展に向け、 ESD の推進を はじ め、 環境教育の推進や

人材育成の事業など持続可能な社会を 担う 人づく り や活動の場づく り に取り 組みます。

＜主な事業＞

　

◯環境人材の育成と ESD の推進

　 楽し みながら 環境学習ができ る機会を 増やし 、 環境意識のレ ベルアッ プや環境に

関心を 持つ市民の裾野を 広げる きっ かけづく り を目的と し た「 北九州市環境首都検

定」 の実施や、 持続可能な社会の実現に向け、 ESD の推進を はじ め、 環境はも と

より 人権・ 平和など幅広い視野から 総合的に取り 組む人材の育成を 図り ます。

[ 環境局環境学習課 ]

≪③－３ 　 男女共同参画社会の形成の推進≫

　 男女共同参画社会形成の推進に向けて更なる取り 組みを 進める ため、 令和元年 6 月に

「 第 4 次北九州市男女共同参画基本計画」 を 策定し まし た。

　 こ の計画に基づき、 働き たい女性が働き 続ける こ と ができる よ う 、 就業・ キャ リ アア

ッ プの支援やあら ゆる 分野における方針決定過程への女性の参画など女性が活躍し やす

い経済社会の実現に向けた取り 組み、 男女を 問わず一人一人の個性と 能力の発揮につな

がる、 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスなどを推進し ていき ます。

＜主な事業＞

◯企業や地域等でのワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスの

取り 組み支援　

　 企業や地域での様々な活動と 連携し ながら 、 企

業等の事業者に対し て、 仕事と 子育て等と の両立

への理解促進や働き やすい職場環境づく り を働き

かけ、 市全体のワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン スの推進

を図り ます。

[ 総務局女性活躍推進課 ]
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≪③－５ 　 超高齢社会対策の推進≫

　 高齢期に至っ ても 安心し て過ごせる よう な地域の仕組みづく り を 進める と と も に、 年

齢に関わら ず、 意欲・ 能力を 活かし て活躍でき る こ と が求めら れています。

　 そのため、「 北九州市いきいき長寿プラ ン」 に沿っ て、「 高齢者＝リ タ イ ア・ 老後」 で

はなく 、 生涯現役で社会の主役になる 環境づく り に取り 組みます。

＜主な事業＞

◯【 再掲】 年長者研修大学校（ 周望学舎・ 穴生学舎）

　 高齢者に対し て教養、 健康、 レク リ エーショ ン等の研修の場を 提供するこ と によ

り 、 高齢者の生き がいづく り 、 健康づく り 及び社会活動の促進を 図り ます。（ 令和

元年度受講者数： 周望学舎 29,855 人、 穴生学舎 31,653 人）

[ 保健福祉局長寿社会対策課 ]

≪③－４ 　 子育て支援の推進≫

　 すべての子ども と その家庭を対象に、 誰一人取り 残すこ と なく 支えていく 取り 組みが

求めら れています。

　 そのため、 令和元年 11 月に「 元気発進！子ど も プ ラ ン（ 第 3 次計画）」 を 策定し 、

地域社会を 構成する家庭、 地域、 学校、 企業、 行政が力を 合わせ、 地域社会全体で子ど

も と その家庭を 支える こ と ができ るよ う 取り 組みを進めていき ます。

＜主な事業＞

　 ◯親子ふれあいルーム　

　 子育て中の親と 子が気軽に集い、 相互に

交流を図る場である 親子ふれあいルームを

運営し 、 施設の充実及び子育て相談、 子育

て関連情報の提供などの機能の充実を図り

ます。 また、 市民センタ ーをはじ め、 子育

て支援団体、 育児サーク ル等と 連携し 、 ネ

ッ ト ワーク 化を 図る など、 地域における 子

育て支援に取り 組みます。

[ 子ども 家庭局子育て支援課 ]
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≪③－６ 　 安全・ 安心対策の推進≫

　 安全・ 安心なまちづく り には、 市民が互いに支え合い、 思いやる良好な地域社会の中

で、 防犯、 防災、 青少年の非行防止等に取り 組むこ と が求めら れます。

　 そのため、 防災、 防犯活動や交通安全、 青少年非行防止などの課題に地域住民、 企業、

行政などが一体と なっ て取り 組みます。

＜主な事業＞

◯住民参加型災害図上訓練（ DIG）・ 避難所運営ゲーム（ HUG）

　 DIG（ ディ グ） は、 参加者が自分たち の住むまち の地図を 囲み、 危険箇所や避難

場所などの書き 込みを行いながら 議論し 、 起こ り う る災害像を 具体的にイ メ ージで

きる 訓練を 実施し ています。 HUG（ ハグ） は、参加者が避難所運営担当者と なっ て、

数多く の避難者をいかに適切に配置する のかを 検討し 、 避難所で起きる 様々な出来

事を 模擬体験できる 図上訓練を 実施し ています。

[ 危機管理室危機管理課 ]

④生涯学習実施機関のネッ ト ワーク によ る学習機会の充実

　 行政だけでなく 社会教育関係団体、 学校、 NPO、 ボラ ン ティ ア団体、 企業などが多く の

学習機会を 提供し 、 本市の生涯学習のニーズに広く 貢献し ています。

　 一方で、 地域の課題は、 多様で複雑化し ており 、 その解決に向けた学習機会を提供する

必要があり ます。

　 し かし ながら 、 行政が提供できる 学習機会には限り があり 、 市民の多様なニーズに対応

し ていく ためには、 多く の機関のネッ ト ワーク によ る学習機会の充実が求めら れます。

   そのため、 社会教育関係団体、 学校、 NPO、 ボラ ンティ ア団体、 企業などの多様な主体

が課題に応じ てそれぞれ連携・ 協働し 、 お互いの強みを 活かし た学習機会の充実に取り 組

みます。


